
01 宝ホールディングス株式会社

商号 宝ホールディングス株式会社
事業内容 持株会社
本店所在地 京都市下京区四条通烏丸東入 

長刀鉾町20番地
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設立 1925年9月6日
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株主メモ

株価の推移（円）

投資家情報
（2025年3月31日現在）

発行株式
発行可能株式総数
発行済株式総数

870,000,000株
197,252,043株

株主数 96,027名
上場取引所 東証プライム市場
証券コード 2531

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目３番３号
みずほ信託銀行株式会社

株主名簿管理人 
事務連絡先

〒168-8507
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
電話：0120-288-324（フリーダイヤル）

株主総会 定時株主総会は、毎年6月に京都で開催さ
れています。その他、必要のある場合には、
あらかじめ公告して基準日を定めたうえで、
臨時株主総会が開かれる場合があります。

独立監査人 有限責任監査法人トーマツ

大株主（上位10名）

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 19,113 9.79 

モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券株式会社 14,258 7.30 

株式会社みずほ銀行 9,738 4.99 

農林中央金庫 9,500 4.87 

ＣＧＭＬ ＰＢ ＣＬＩＥＮＴ ＡＣＣＯＵＮＴ／ＣＯＬＬＡＴＥＲＡＬ 9,000 4.61 

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 6,530 3.34 

明治安田生命保険相互会社 5,370 2.75 

株式会社京都銀行 5,000 2.56 

東京海上日動火災保険株式会社 3,490 1.79 

国分グループ本社株式会社 3,489 1.79 

（注）1. 持株数の千株未満は切り捨てております。
　　2. 持株比率は、自己株式（1,996千株）を控除して計算しております。

金融機関 34.99%

証券会社 9.28%その他の国内法人 14.13%

外国法人等 20.69%

個人その他 19.89%

その他 1.02%

所有者別株式分布状況

格付

格付機関 長期格付 短期格付

格付投資情報センター（R&I） A ／安定的 a-1
日本格付研究所（JCR） A+ ／安定的 J-1

※2025年7月時点ESG外部評価

S&P/JPX カーボン・
エフィシェント指数

CDPサプライヤーエン
ゲージメント・リーダー

MSCI日本株ESGセレクト・リーダーズ指数

※  THE INCLUSION OF [Takara holdings inc.] IN ANY MSCI INDEX, AND THE USE OF MSCI LOGOS, 
TRADEMARKS, SERVICE MARKS OR INDEX NAMES HEREIN, DO NOT CONSTITUTE A 
SPONSORSHIP, ENDORSEMENT OR PROMOTION OF [Takara holdings inc.] BY MSCI OR ANY OF 
ITS AFFILIATES. THE MSCI INDEXES ARE THE EXCLUSIVE PROPERTY OF MSCI. MSCI AND THE MSCI 
INDEX NAMES AND LOGOS ARE TRADEMARKS OR SERVICE MARKS OF MSCI OR ITS AFFILIATES.

FTSE4Good 
Index Series

FTSE Blossom 
Japan Index
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対象範囲：
宝グループ連結（一部単体の数字を含む）

対象期間：
2025年3月期（2024年4月～2025年3月）
※ 一部2024年以前、2025年4月以降の取り組みも報
告しています。

編集方針
宝グループレポートは、ステークホルダー
の皆様に当社グループの企業価値向上に向
けた取り組みをお伝えすることを目的に発
行しています。今回のトップメッセージで
は、業績の振り返りと課題、中期経営計画
2025で掲げる重点戦略の進捗、そして次
期長期Visionである「宝グループ 長期
Vision 2050」の狙いなどについて説明し
ています。また特集では、宝酒造と宝酒造イ
ンターナショナルグループにおいて、
2024年12月の伝統的酒造りのユネスコ無
形文化遺産登録に合わせた日本と米国での
清酒等和酒の製造拠点の紹介、そしてタカ
ラバイオグループでは、2025年にグルー
プ化したCurio Bioscience Inc.の組織
内の遺伝子発現と空間情報を結び付けて解
析する最先端の技術について取り上げまし
た。当レポートを通じて、当社グループが目
指す、製品・商品・サービスを通じた社会課
題の解決と、成長原資を生み出す「稼ぐ力」
の向上を統合した経営、それらを通じた
Vision実現についてお伝えしています。

参照ガイドライン
IFRS財団 国際統合報告フレームワーク
経済産業省 価値協創のための統合的開示・
対話ガイダンス2.0

見通しに関する注意事項
この報告書に記載されている、当社および
当社グループの現在の計画、見通し、戦略、
確信などのうち、歴史的事実でないものは、
将来の業績に関する見通しであり、これら
は現時点において入手可能な情報から得ら
れた当社経営陣の判断に基づくものです
が、重大なリスクや不確実性を含んでいる
情報から得られた多くの仮定および考えに
基づきなされたものです。実際の業績は、
様々な要素によりこれら予測とは大きく異
なる結果となり得ることをご承知おきくだ
さい。実際の業績に影響を与える要素には、
経済情勢、特に消費動向、為替レートの変
動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・
製品戦略による圧力、当社の既存製品およ
び新製品の販売力の低下、生産中断、当社の
知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、
重大な訴訟における不利な判決などがあり
ますが、業績に影響を与える要素はこれら
に限定されるものではありません。
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（印刷・情報関連等）

宝グループのあゆみ

和酒・日本食とライフサイエンスにおける
多様な価値を提供し続ける宝グループの挑戦
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2010 2014 2020

2025

宝グループ創業
京都・伏見で酒造業を開始

寳酒造㈱創立
（現宝ホールディングス㈱）

バイオ事業開始
国産初の遺伝子工学研究用
試薬「制限酵素」発売

持株会社体制移行
宝ホールディングス㈱へ社名変更
宝酒造㈱、タカラバイオ㈱設立

タカラバイオ㈱、東証マザーズ上場
（2016年 第一部へ市場変更）

海外日本食材卸事業参入
フーデックス社（フランス）の
株式を取得

CDMO事業本格開始
遺伝子・細胞プロセッシング
センター設立

（2020年 ２号棟稼働）

長期経営構想「TaKaRa Group
Challenge for the 100th」
および

「宝グループ・サステナビリティ・
ポリシー」を策定

宝酒造インターナショナル㈱設立

宝グループ
創立100周年

「寶」の商標をみりんで登録

ビール事業参入
(1967年ビール事業撤退)

宝焼酎「純」発売、焼酎復権を実現

米国宝酒造設立
米国産「松竹梅」の製造・販売を開始

国内初の缶入りチューハイ、
「タカラcanチューハイ」発売

トマーチン社（英国）の経営権取得

PCR法による遺伝子増幅システムの
国内独占販売権を獲得

エイジ・インターナショナル社（米国）
の親会社AADC社の全株式取得

中国大連市に宝生物工程（大連）
有限公司を設立

タカラ「焼酎ハイボール」発売

松竹梅白壁蔵「澪」
スパークリング清酒発売

体外診断用医薬品、製造販売承認取得
「Takara SARS-CoV-2 ダイレクトPCR検出キット」

海外日本食材卸ネットワークの拡大

2010 2016

2013 2017

2014 2024

フーデックス社（フランス）

タザキフーズ社(英国)

コミンポート社（スペイン）

ミューチャルトレーディング社
(米国)

ニッポンフード社（豪州）

カーゲラー社（ドイツ）
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3,626億円3,626億円

205億円205億円

タカラ
バイオグループ
12.4%

タカラ
バイオグループ
12.4%

宝酒造
インターナショナル
グループ
51.2%

宝酒造
インターナショナル
グループ
51.2%

宝酒造
33.0%
宝酒造
33.0%

タカラ
バイオグループ
11.0%

タカラ
バイオグループ
11.0%

その他
7.9%
その他
7.9%

その他
3.4%
その他
3.4%

宝酒造
インターナショナル
グループ
56.6%

宝酒造
インターナショナル
グループ
56.6%

宝酒造
24.5%
宝酒造
24.5%酒造業からスタートし、バイオ事業、海外日本食材卸事業まで事業領域を拡大してきました。2025年3月末現在、宝グルー

プは国内13社、海外52社、合計65社（連結対象会社）にまで広がっています。また、地域的にも日本のみならず、欧米・アジア各
国で事業活動を展開し、半数以上の従業員が海外で勤務しており、グループの人財も多様化しています。

宝グループのひろがり

世界にひろがる宝グループ

企業概要

宝ホールディングス
グループ経営の統括

宝酒造（国内事業）

宝酒造インターナショナルグループ（海外事業）

タカラバイオグループ（バイオ事業）

180年余りにわたって培った技術力と、新たな発想で
唯一無二の「和酒」を追求

グローバルネットワークで、
日本食文化の世界浸透を推進

ライフサイエンス産業のインフラを担う
グローバルプラットフォーマー

焼酎・清酒・ソフトアルコール飲料といった
「和酒」から、中国酒やウイスキーなどの輸
入酒、本みりんをはじめとする調味料、原料用
アルコールまで、幅広いカテゴリーの商品を
製造・販売

主な
事業内容

「海外酒類事業」、「海外日本食材卸事業」を展
開し、日本食文化（和酒・日本食）の世界浸透を
推進

主な
事業内容

国内外に試薬・機器を提供するとともに、再生
医療等製品などの先進的な医薬品の開発製
造受託などの事業を展開

主な
事業内容

地域別割合 事業別割合

海外
55.0%
海外
55.0%

国内
45.0%
国内
45.0%

5,729名5,729名

169,375

（3月期）2024202320222021 2025

94,898

135,390

187,714

214,922

2,608

（3月末）2024202320222021 2025

2,291
2,438

2,866

3,152

3,626億円3,626億円

欧州
20.2%
欧州
20.2%

アジア・
オセアニア
5.9%

アジア・
オセアニア
5.9%

アメリカ
32.3%
アメリカ
32.3%

日本
40.7%
日本
40.7%

その他
0.9%
その他
0.9%

（2025年3月期）

（2025年3月31日現在）

730億円

欧州
売上高

1,171億円

アメリカ
売上高

1,477億円

日本
売上高

215億円

アジア・
オセアニア

売上高
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日本食文化（和酒・日本食）の世界浸透の推進特集1 ～笑顔は人生の宝～

　2024年12月、「伝統的酒造り」がユネスコ無形文化遺産に登録されました。2013年の「和食」に続くこの登録
は、和酒および日本食への世界的な関心をさらに高める絶好の機会となります。
　宝グループは、創業以来「伝統的酒造り」に取り組み、国内外で和酒の製造・販売を行ってきました。また、日本
食材の提供を通じて、日本食文化の世界的な普及にも力を注いでおります。
　今回の登録を追い風に、当社のグローバルネットワークを最大限に活用し、和酒と日本食の文化を世界に広
め、豊かな食生活の創出に一層貢献してまいります。

和酒、世界のSAKEに
～伝統的酒造りがユネスコ無形文化遺産登録～

　宝酒造インターナショナルグループは、日本からの酒類・調味料の輸出や、海外各地で酒類の製造・販売を行う「海外酒類
事業」と、海外の日本食レストランや小売店に日本食材などを販売する「海外日本食材卸事業」を2つの柱に展開しています。
和酒の製造から日本食材の販売まで、両事業の幅広いネットワークを活用して、日本食文化の浸透を図っています。

　神戸・灘にある「白壁蔵」は伝統的な手造りの原理を再現した最新鋭の
設備と、ほとんどを人の手で行う酒造りを融合させた革新的な酒蔵です。
　スパークリング日本酒という新しいカテゴリーを創造した“松竹梅白
壁蔵「澪」”やフラッグシップ商品“松竹梅白壁蔵「然土」”など、繊細な工程
から生まれる高品質の酒を製造しています。

白壁蔵／“現代の技術”と“伝統の技”が融合

　宝グループの創業は1842年、四方家４代目卯之助が伏見・竹中町で酒
造業を始めたことに端を発します。その創業の地にある基幹工場が「伏見
工場」です。名水の地・伏見の恵まれた環境を活かし、最新の設備で安定し
た品質の清酒を製造。清酒以外にも焼酎・ソフトアルコール飲料・本みり
んなど、幅広い商品を手がけています。

伏見工場／清酒“松竹梅”ブランドを支える基幹工場

　宝酒造の「白壁蔵」（神戸市東灘区）
および「伏見工場」（京都市伏見区）で
製造した清酒「松竹梅」が、令和6酒造
年度全国新酒鑑評会において、いずれ
も最高賞である金賞に選ばれました。

「白壁蔵」および「伏見工場」で製造した清酒「松竹梅」が全国新酒鑑評会で金賞をダブル受賞

　Takara Sake USA Inc.（米国宝酒造）は、地元バークレーの酒蔵とし
ての存在感を高めるため、本社社屋をリニューアルしました。木材や瓦、
杉玉など和の要素を取り入れるとともに、米国文化の中で親しまれる壁
画に江戸時代の酒造りの様子を描くことで、和と洋が融合した空間を演
出しています。酒造りの展示、テイスティングルーム、ギフトショップを備
えたショールーム機能も強化し、年間1万人以上の来場を見込んでいま
す。さらに、2025年度にはMLB「サンフランシスコ・ジャイアンツ」とオ
フィシャルパートナーシップ契約を締結。地元の人々や観光客にSAKE
の魅力を発信しています。

米国宝酒造「バークレー蔵」 西海岸の地元酒蔵としてリニューアル

宝酒造の国内における日本酒製造拠点

グローバルネットワークで和酒と日本食の世界浸透を推進

　杜氏・蔵人等がこうじ菌を用い、長年の経験に基づき築き
上げてきた酒造り技術のことで、500年以上前に原型が確立
したといわれています。
　日本各地の気候風土に応じて発展し、日本酒、焼酎、泡盛、
みりんなどの製造に受け継がれてきました。

Q.伝統的な酒造りとは？
　酒造りが職人と地域住民を結び、環境の持続可能性に貢
献していることや、酒が祭りや結婚式などの日本の行事に欠
かせない役割を果たしていることなどが評価されました。ま
た「和食」も2013年にユネスコ無形文化遺産に登録されてい
ます。

Q.評価されたポイントは？
伝統的酒造りがユネスコ無形文化遺産登録

白壁蔵

伏見工場

米国宝酒造本社 テイスティングルーム

伏見工場製造関係者白壁蔵製造関係者

　宝グループは、日本の伝統的な酒造りを基盤
に、世界の嗜好に合わせた革新的なSAKEを展開
しグローバルな和酒市場のさらなる拡大を進め
ています。米国宝酒造では新ブランド「MU|WA」
やSho Chiku Bai 「OCEAN VIEW」「SKYLINE」
など米国発の新たな商品開発に取り組み、イノ
ベーティブなSAKEの領域を広げています。

イノベーティブなSAKE

ム　ワ

（左）
Sho Chiku Bai
OCEAN VIEW

（右）
Sho Chiku Bai
SKYLINEMU｜WA

　宝酒造は伝統的酒造りの技術向上に努め、品質とおいしさを磨ぎ続けています。

2025年3月31日現在
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　タカラバイオは世界の研究トレンドを先取りして、従来のPCR技術を中心とした遺伝子工学試薬から、次世代
シーケンス（以下、NGS）サービスやNGS関連製品など幅広く充実させてきました。特に成長が著しいNGS分野
に関しては、新製品開発に注力し製品ラインアップを拡充しています。NGS技術を用いた解析は、バルクRNAシ
ーケンス解析（以下、バルク解析）からシングルセルRNAシーケンス解析（以下、シングルセル解析）、さらには空
間トランスクリプトーム解析（以下、空間解析）へと技術が進歩しています。2025年には、先進的な空間解析用試
薬を開発する米国Curio Bioscience, Inc.（以下、Curio社）を買収しました。Curio社の技術を獲得することで、
当社のNGS技術を空間解析へと発展させ、また当社が長年培ってきた超微量遺伝子解析などと融合させること
で新たな製品・サービスを開発し、最先端の研究を支えていきます。

空間トランスクリプトーム解析技術
～次世代の細胞解析プラットフォーム技術へ～

Curio社の空間解析技術は、従来の既存のシングルセルデータのクオリティを
保ったまま、空間情報にマッピングすることができます。

特集2 次世代解析技術で未来の研究を創造
～笑顔は人生の宝～

■ 解析方法の特長 ■ タカラバイオの空間解析技術

　空間解析を活用した研究が進むことで、がん組織の中で、悪性度の高い細胞位置の特定などの病理・診断分野での活用や、細
胞内に存在する遺伝子優位型を特定することで、新たな治療法の開発などに応用されると考えられています。

■ 空間解析の展望

　NGSは、大規模データ処理の高度化や解析コストの低下が進み、近い将来、臨床・診断分野において重要な役
割を果たすと考えられています。これに空間解析が加わることで新たな発見や研究分野が生み出され、創薬研究
分野においても、がん研究や再生医療、遺伝病の治療法開発など、多岐にわたる応用が期待されます。バルク解析
やシングルセル解析ではわからなかった、細胞が存在している“位置”がわかる空間解析技術は、今後NGS分野
の主流な技術になっていくことが考えられます。実際に米国内では空間解析の需要が年々伸びていることから、
今後日本など世界的にも空間解析の活用が広がると予想されます。

Trekker技術 細胞側に位置情報を付与する技術

空間解析例（マウス発生期）遺伝子発現による分類

細胞単位で遺伝子発現の
類似度を分類した図

組織

解析

位置バーコード

細胞核内に位置バーコードをタグ付け 核を細胞から分離

シングルセル化

Curio社の新技術

UV照射により、位置情報を持つDNAバー
コードを組織切片の細胞核にタグ付けする

1点が細胞を表し、
近くにある細胞は

遺伝子発現が似た細胞種

解析結果

シングルセル解析
結果をダイレクトに
空間上にマッピング
することが可能

※1 同じ種類の細胞の中でも、性質や機能が少しずつ異なるグループのこと
※2 細胞内で行われるさまざまな反応や相互作用の制御メカニズムを分子レベルでまとめた経路

がん細胞

血管内皮細胞

線維芽細胞

マクロファージ

好中球

リンパ球

すべての細胞を
まとめて解析

細胞ごとに解析 細胞ごとの発現値情報

組織中のmRNA
を直接検出

細胞またはmRNAに
位置バーコードをタグ付け

細胞の不均一性および
細胞サブポピュレーション※1間の
発現プロファイルを理解できる

平均化された発現値情報 細胞の不均一性は
無視される

＆or
不均一な細胞集団
（がん微小管細胞）

安価に多検体を解析できるた
め、多検体を用いた統計的な
解析などで強みを発揮する

特徴づける遺伝子発現を
組織学的に理解できる

位置情報を保持したまま解析

細胞が組織中のどこ
に存在していたかと
いう位置情報はない

シングルセル空間トランスクリプトーム解析

新規の細胞マーカーや 新規の細胞タイプの発見や
細胞タイプの明確化

シングルセルRNAシーケンス解析

バルクRNAシーケンス解析

＆

細胞の発生過程や
分化過程の解明制御パスウェイ※2の発見

【Trekker技術の強み】
・細胞に位置情報を付与すること
により、特殊な空間解析用装置を
使わずに組織の構造と遺伝子発
現が同時に視覚的に確認が可能

【特長】
・各細胞に位置情報を付与する技
術により、シングル解析と同等の
感度で解析が可能
・画像情報を用いた予測に頼らず
に、正確に1細胞単位での解析が
可能

空間解析により遺伝子発現の偏りや、細胞の位置関係、存在している箇所を明らかにすることができます。
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2022年3月期より、「収益認識に関する会計基準」等の適用に伴い、従来販売費及び一般管理費で処理していた費用の一部を売上高から控除しております。
2021年3月期の売上高および販売費及び一般管理費は「収益認識に関する会計基準」等の適用前の数字になっております。
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